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熱 帯 雨 林 の 人 為 的 撹 乱 が ハ リ ナ シ パ チ 群 集 に 与 え る 影 響
鮫 島 弘 光 ( 京 都 大 学 生 態 学 噺 究 セ ン タ ー )
熱 帯 域 の 送 粉 研 究 は こ れ ま で 主 に 新 勲 帯 で 行 わ れ て き た が 、 近 年 東 南 ア ジ ア 熱 帯 で も 研 究 が 始 め ら れ 、 ハ リ ナ シ
パ チ が も っ と も 広 範 な 植 物 の 送 粉 に 寄 与 す る 送 粉 者 で あ る こ と カ 唱 月 ら か に な っ て き た 。 ハ リ ナ シ パ チ は 永 続 社 針 生
の ハ ナ パ チ で 、 だ 径 木 の う ろ な ど に 定 住 性 の コ ロ ニ ー を 構 築 し 、 コ ロ ニ ー 内 へ の 資 源 の 貯 蓄 と 開 還 の 増 減 こ 応 じ
た 餌 探 樹 首 動 の 調 節 に よ っ て 開 花 量 の 増 減 に 関 わ ら ず コ ロ ニ ー を 維 持 し 、 送 粉 に 貢 献 し て い る と 言 わ れ る 。
近 年 、 森 林 伐 採 や 非 倒 揃 守 脆 畑 な ど に よ っ て 熱 帯 雨 林 の 人 為 的 撹 乱 が 急 速 に 進 ん で い る 。 こ の 結 果 森 桝 蕃 造 の 劣
化 が お こ る だ け で な く 、 送 粉 者 群 集 も 減 少 ・ 変 イ ヒ す る こ と が 予 測 さ れ る カ ミ そ の メ カ ニ ズ ム は 明 ら か に な っ て い な
い 。 人 為 的 撹 乱 に よ る 遷 移 後 期 出 現 麓 ・ 大 径 木 の 減 & が 、 ハ リ ナ シ パ チ に と っ て の 資 源 量 を 減 少 さ せ る と 予 想 さ れ
る 点 本 研 究 で は 、 1 ) 人 為 附 鯨 Lは 開 花 頻 度 の 高 い パ イ オ ニ ア 樹 木 の 増 加 を 促 し 、 非 一 斉 開 花 時 の 餌 資 源 量 を む
し ろ 増 加 さ せ 、 ハ リ ナ シ パ チ の 個 体 群 も 増 加 さ せ る 、 2) 人 為 撹 乱 に よ り 営 巣 揚 所 資 源 で あ る 大 径 木 の 密 度 が 減 少
し 、 ハ リ ナ シ パ チ の コ ロ ニ ー 密 度 柿 紗 す る 、 と い う こ つ の 仮 説 を 立 て 、 そ の 様 正 を 行 っ た 。
2側 年 1 月 か ら 2 ∞l 年 10 月 ま で の 1 年 間 、 マ レ ー シ ア ・ サ ラ ワ ク 州 パ ラ ム 1 上 B械 の 伐 採 林 区 に お い て 、 原
生 休 択 伐 施 業 直 後 の 森 林 施 新 麦 5 年、 10 年 の 森 休 ' 脆 畑 後 20一 日 年 の 休 閑 林 を ふ く む 地 域 で 調 査 区 を 設 置 し 、
胸 高 直 径 l伽 以 上 の 個 体 密 度 、 樹 種 、 開 Eフ ェ ノ ロ ジ ー を 調 査 し た 。 さ ら に 開 花 個 体 密 度 の 臨 時 期 ( 一 斉 開 聞 )
と そ う で な い 時 期 ( 非 一 斉 開 棺 羽 ) の 2 固 に 林 内 に 設 置 し た ベ イ ト ト ラ ッ フ 凡 で ハ リ ナ シ パ チ の 餌 探 索 ワ ー カ ー を 採
集 し 、 ま た 調 査 区 内 の コ ロ ニ ー 密 度 も 調 べ た 。
胸 高 直 径 l伐コ n 以 上 の 個 体 密 度 は 択 伐 に よ っ て 半 分 に 減 少 し た が 、 5 年 後 、 10 年 後 の 森 林 で は パ イ オ ニ ア 種 の 侵
入 に よ り 回 復 し た 。 し か し 遷 移 後 期 出 現 麓 の 密 度 と 胸 高 直 径 日 回 以 上 の 大 径 木 の 密 度 は 5 年 後 、 10 年 後 の 森 林 で
も 原 生 林 の 半 剣 品 下 に と ど ま っ た 。 焼 畑 休 関 林 で も 胸 高 直 径 l伽 以 上 の 個 体 密 度 は 原 生 林 と 変 わ ら な か っ た が 、 遷
移 御 調 出 現 撞 の 密 度 は 原 生 林 の 半 分 程 度 、 胸 高 直 径 日 回 以 上 の 大 径 木 の 密 度 は 原 生 林 の 1 割 ほ ど し か な か っ た 。 遷
移 後 期 出 現 麓 の 開 花 個 体 密 度 は 非 背 開 聞 に は 個 体 密 度 と 相 関 し な か っ た が 一 斉 開 閉 に は 正 に 相 関 し た 。
ベ イ ト ト ラ ッ プ で は 合 苛 15 種 14日 O 匹 の ハ リ ナ シ パ チ 倒 糠 索 ワ ー カ ー を 採 集 し た 。 ワ ー カ ー 数 は 全 木 開 花 個 体
密 度 と 相 関 し な か っ た が 、 遷 移 後 期 出 現 種 の 開 花 個 体 密 度 と は 非 一 斉 開 湖 、 一 斉 開 才 聞 と も に 正 に 相 関 し た 。 し
か し そ れ ぞ れ の 種 ご と に 解 析 す る と 、 非 一 斉 開 聞 に は 全 木 開 花 個 体 密 度 や パ イ オ ニ ア 種 開 花 個 体 密 度 と 正 に 相 関
し て い る 種 も あ っ た 。 植 生 率 時 期 ご と の 個 体 数 を 変 数 と す る 主 成 分 分 析 か ら も 、 原 生 林 で 多 い 種 、 人 為 的 撹 乱 を 受 け
た 森 林 で 多 い 種 と い う 種 間 差 が 示 さ れ た 。
合 計 10 種 65 コ ロ ニ ー を 見 つ け た 。 植 生 間 ・ 種 間 で 営 巣 木 の 太 さ に 差 は な く 、 5 c 回 以 上 の 大 径 木 に の み 営 巣 し 、
太 い サ イ ズ ク ラ ス ほ ど 営 巣 率 が 高 か っ た 。 コ ロ ニ ー の 密 度 は 営 巣 木 の 密 度 と 正 に 相 関 し た 。 ま た 種 聞 に よ っ て フ タ
パ ガ キ 科 樹 木 や 、 枯 矧 ミ に 対 す る 依 存 度 に 違 い が 見 ら れ た 。
ハ リ ナ シ パ チ の ワ ー カ ー は 遷 移 後 期 種 の み な ら ず パ イ オ ニ ア 種 に も 訪 花 す る こ と カ 測 ら れ て い る 。 し か し 餌 探 索
ワ ー カ ー 数 は 全 種 合 計 の 開 花 個 体 密 度 と 相 関 せ ず 、 遷 移 後 期 出 現 麓 の 開 花 個 体 密 度 と 正 の 相 関 を も っ た こ と か ら 、
餌 探 索 ワ ー カ ー は 遷 移 後 期 出 現 麓 の 花 に 強 く 依 存 し 、 パ イ オ ニ ア 樹 木 の 貢 献 度 は 高 く な い こ と が 京 凌 さ れ た 。 お そ
ら く 遷 移 後 期 出 現 麓 の ほ う カ 普 計 原 と し て の 質 ・ 量 に 優 れ て い る た め と 考 え ら れ る 。 非 一 斉 開 棺 明 に は 開 花 量 と 相 関
し な か っ た ハ リ ナ シ パ チ の 種 も 少 な く な か っ た が 、 こ れ は 開 花 密 度 の 献 す 量 カ 苦 し く 少 な か っ た た め で あ ろ う 。 し
た が っ て 、 人 為 制 館 Lは 遷 移 街 羽 出 現 樹 種 の 密 度 を 低 下 さ せ る こ と に よ っ て 餌 探 索 ワ ー カ ー 数 に 景 簿 を 与 え る と 考
え ら れ た 。 し か し こ の 相 関 は 種 に よ っ て 差 が あ り 、 主 成 分 分 析 の 結 果 か ら も こ れ が 支 持 さ れ た こ と か ら 、 森 林 構 造
の 変 化 は ワ ー カ ー 数 の 紺 掻 の 変 化 だ け で な く 、 種 構 成 も 変 化 さ せ る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。
ま た コ ロ ニ ー の 密 度 は 大 径 木 の 密 度 と 正 に 相 関 す る こ と か ら 、 人 為 的 撹 乱 に よ っ て 営 巣 場 所 カ 澗 3限 要 因 と な っ て
い る こ と が 示 唆 さ れ た 。 人 為 制 強 Lは 大 径 木 の 密 度 を 減 少 さ せ る こ と に よ っ て コ ロ ニ ー 数 を 減 ら す と 考 え ら れ た 。
さ ら に 営 巣 木 に 種 間 差 が あ る の は 選 好 性 の 差 と 考 え ら 九 人 為 的 撹 乱 カ 轡 械 の 差 も も た ら す こ と が 万 被 さ れ た 。
人 為 的 撹 乱 に よ っ て も た ら さ れ る 植 物 へ の 訪 花 頻 度 の 低 下 は 、 繁 殖 成 功 を 低 下 さ せ る こ と が 知 ら れ て い る 。 訪 花 頻
度 の 低 下 は 植 物 個 体 間 距 離 の 増 加 、 送 粉 者 個 体 群 の 減 少 に よ っ て も た ら し う る た め 、 本 研 究 に お い て 加 変 さ れ た メ
カ ニ ズ ム に よ っ て 送 粉 者 個 体 群 の 低 下 が お こ る こ と が 植 物 の 繁 殖 成 功 の 低 下 、 森 林 の 更 新 の 遅 れ に つ な が る 可 能 性
も あ る 。
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